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彙
　
　
報　
二
〇
一
七
年
七
月
〜
十
二
月

大

谷

学

会

◇
研
究
発
表
会

十
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
一
時
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

『
安
楽
集
』
第
十
二
大
門
に
お
け
る
『
十
往
生

経
』
の
引
用
の
意
図
に
つ
い
て

 

本
学
講
師　

マ
イ
ケ
ル 
コ
ン
ウ
ェ
イ

ペ
ン
バ
リ
ー
か
ら
チ
ャ
ッ
ツ
ワ
ー
ス
へ

 
—

英
国
流
「
人
と
す
み
か
」—

 

本
学
教
授　

村
瀬
順
子

音
楽
科
に
お
け
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」 

本
学
教
授　

市
川
郁
子

ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
に
鶏
を

 
—

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
最
後
の
言
葉
に
つ
い
て

 

本
学
教
授　

朴
一
功

真
宗
総
合
研
究
所

◇
委
員
会

七
月
十
八
日
（
火
）
午
後
〇
時
十
五
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
三
会
議
室

・
特
別
研
究
員
の
新
規
委
嘱
に
つ
い
て

・
研
究
組
織
の
変
更
に
つ
い
て

・
そ
の
他

十
月
十
六
日
（
月
）
午
後
一
時
〜

 

於　

博
綜
館
第
四
会
議
室

・『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
三
十
五

号
の
編
集
に
つ
い
て

・
そ
の
他

十
二
月
四
日
（
月
）
午
後
一
時
五
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
四
会
議
室

・『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
三
十
五

号
投
稿
論
文
の
査
読
結
果
に
つ
い
て

・
そ
の
他

◇
二
〇
一
七
年
度
第
一
回
研
究
員
総
会

七
月
二
十
八
日
（
金
）
午
後
四
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
一
一
教
室

真

宗

学

会

◇
第
一
回
例
会

十
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 
於　

尋
源
講
堂

『
安
楽
集
』「
教
興
の
所
由
」
の
一
考
察

 
—

「
恒
に
懺
悔
す
る
人
」
に
着
目
し
て—

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
二
学
年

 

三
池
大
地

親
鸞
の
真
仏
土
観—

「
真
仏
土
巻
」『
涅
槃
経
』

引
文
を
中
心
に—

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
一
学
年

 

松
岡
淳
爾

◇
修
士
論
文
中
間
発
表
会

十
一
月
一
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
四
教
室

「
真
仏
土
巻
」
開
顕
の
意
義

 
—

既
に
し
て
願
有
ま
す—

 

藤
井
了
興

親
鸞
の
「
善
導
独
明
仏
正
意
」
に
お
け
る
仏

の
正
意
と
は—

『
観
経
疏
』
に
尋
ね
て—

 

三
輪
法
顕

如
来
往
還
の
回
向 

兒
門　

敏

真
宗
に
お
け
る
救
い
の
プ
ロ
セ
ス

 
—

阿
闍
世
の
物
語
を
中
心
と
し
て—

 

コ
ン
ウ
ェ
イ
佳
代
子

◇
大
会

十
一
月
二
日
（
木
）
午
後
三
時
〜

 

於　

尋
源
講
堂

他
力
の
佛
道 

本
学
教
授　

藤
嶽
明
信
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親
鸞
に
お
け
る
メ
タ
フ
ァ
ー
と
解
釈

 

龍
谷
大
学
教
授　

杉
岡
孝
紀

◇
第
二
回
例
会

十
一
月
十
五
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

尋
源
講
堂

親
鸞
の
大
行
思
想
に
お
け
る
能
所
二
行
論
の

位
置

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
三
学
年

 

後
藤　

海

曇
鸞
の
「
一
法
句
」
理
解
に
つ
い
て

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
一
学
年

 

池
田
向
一

◇
第
三
回
例
会

十
一
月
二
十
二
日
（
水
） 午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

尋
源
講
堂

親
鸞
に
お
け
る
「
懈
慢
界
」
の
意
義

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
一
学
年

 

樋
口
大
慈

親
鸞
の
「
多
念
」
観

 
—

特
に
「
乃
至
十
念
」
を
通
し
て—

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
一
学
年

 

常
塚
勇
哲

◇
第
四
回
例
会

十
一
月
二
十
九
日
（
水
） 午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

尋
源
講
堂

親
鸞
の
還
相
回
向
観

 
—

「
還
相
の
利
益
」
に
注
目
し
て—

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
一
学
年

 

岩
田
香
英

如
来
の
本
願
力

 
—

「
行
巻
」
他
力
釈
を
中
心
に—

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
一
学
年

 

村
上
無
量

◇
第
五
回
例
会

十
二
月
六
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

尋
源
講
堂

『
観
経
』
三
心
と
『
大
経
』
三
信
に
つ
い
て
の

一
考
察—

『
愚
禿
鈔
』
を
中
心
に—

 

本
学
講
師　

藤
元
雅
文

◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

十
二
月
七
日
（
木
）
午
後
六
時
〜

 
於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
四
教
室

宿
業
の
自
覚—

『
歎
異
抄
』
を
通
し
て—

 
加
来
ゼ
ミ　

佐
々
木
啓

浄
土
と
は
ど
う
い
う
場
所
か

 

一
楽
ゼ
ミ　

車
田
和
美

許
さ
れ
た
疑
い—

一
心
た
る
由
縁—

 

木
越
ゼ
ミ　

楳
山　

遊

凡
夫
の
課
題

 
—

「
二
河
白
道
の
譬
え
」
か
ら—

 

井
上
ゼ
ミ　

藤
井
通
禎

浄
土
の
慈
悲—

真
の
や
さ
し
さ
と
は—

 

三
木
ゼ
ミ　

椙
村
英
正

仏

教

学

会

◇
研
究
発
表
例
会

十
一
月
二
十
日
（
月
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
四
一
〇
教
室

羅
什
と
姚
興
と
の
往
復
書
簡

 

本
学
准
教
授　

釆
睪　

晃

「
順
忍
」
の
諸
相—

初
期
経
典
・
部
派
文
献
・

大
乗
経
典
に
み
ら
れ
る
展
開
と
変
容

 

本
学
任
期
制
助
教　

宮
崎
展
昌

◇
史
跡
踏
査

十
一
月
二
十
八
日
（
火
）

訪
問
先
：
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 

（
滋
賀
県
甲
賀
市
）

◇
公
開
講
演
会

十
二
月
十
五
日
（
金
）
午
後
四
時
二
十
分
〜
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於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

通
説
の
裏
側—

文
献
を
読
み
解
く
醍
醐
味

 

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
教
授

 

水
野
善
文

西
洋
哲
学
会
・
倫
理
学
会

◇
公
開
講
演
会

十
一
月
十
六
日
（
木
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 
於　

尋
源
講
堂

哲
学
と
言
語

 
—

哲
学
は
ど
の
よ
う
に
役
に
立
つ
か—

 

北
海
道
大
学
名
誉
教
授　

田
中
享
英

宗

教

学

会

◇
大
拙
忌
公
開
講
演
会

七
月
六
日
（
木
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
八
教
室

日
米
生
命
倫
理
に
お
け
る
言
説
ス
タ
イ
ル
の

変
化 

本
学
准
教
授　

藤
枝　

真

社

会

学

会

◇
社
会
学
科
公
開
講
演
会

十
一
月
三
十
日
（
木
）
午
後
一
時
〜

 

於　

二
号
館
二
二
〇
二
教
室

矯
正
の
現
状
と
課
題

 

京
都
拘
置
所
長　

宮
地
重
光

国
史
学
会
・
日
本
仏
教
史
学
会

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
大
会
・
総
会

七
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
三
〇
四
教
室

・
研
究
発
表

大
谷
大
学
に
お
け
る
初
年
次
教
育
の
現
状
と

課
題 

川
端
泰
幸

名
勝
依
水
園
・
寧
楽
美
術
館 

濱
田
美
和
子

戦
国
時
代
の
饗
応 

櫻
井
信
也

文
化
財
保
存
修
理
の
現
場
か
ら

 
—

仏
像
彫
刻
を
中
心
に—

 

藤
本
靑
一

・
総
会

・
懇
親
会

 

於　

慶
聞
館
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
４
Ｆ
南

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
十
月
例
会

十
月
七
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

響
流
館
演
習
室
三

親
鸞
・
蓮
如
・
満
之
の
回
向
論 

駒
井　

雅

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
十
二
月
例
会

十
二
月
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

響
流
館
演
習
室
三

近
世
後
期
京
都
の
町
の
借
家
事
情

 
—

下
京
福
田
寺
町
文
書
か
ら—

 

門
井
慶
介

文

藝

学

会

◇
公
開
講
演
会

七
月
十
一
日
（
火
）
午
後
一
時
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

中
国
語
教
育
に
お
け
る
「
華
語
」
の
受
容

 
—

中
台
の
語
彙
差
異
を
中
心
に
考
え
る

 

本
学
教
授　

李　
　

青

題
簽
の
板
木

 

奈
良
大
学
名
誉
教
授　

永
井
一
彰

◇
『
文
藝
論
叢
』
第
八
十
九
号
発
行

 

（
十
月
Ａ
５
判
五
十
七
ペ
ー
ジ
）

『
清
浄
法
行
經
』
の
「
飜
刻
」
と
「
訓
讀
」

 
—

『
佛
説
尸
迦
羅
越
六
方
禮
經
』
と
『
佛
説

灌
頂
抜
除
過
罪
生
死
得
度
經
』
を
参
照
し
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て—
 

野
村
卓
美

『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
枯
野
」
伝
承

 

盧　

静
達

内
田
百
閒
『
冥
途
』
論—

反
復
す
る
「
私
」—

 

三
木
将
彦

国

文

学

会

◇
先
師
法
要
及
び
講
演
会

十
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

尋
源
講
堂

先
師
法
要 

導
師　

石
橋
義
秀

講
演
会

『
高
野
聖
』
再
読 

本
学
講
師　

安
藤
香
苗

中

国

文

学

会

◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

十
一
月
一
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
五
〇
三
教
室

『
白
蛇
伝
』
の
起
源
と
変
化 

銭
瓶
美
奈

魯
迅
と
色
彩
表
現 

谷
元
美
夢

『
彩
鳳
の
夢
』
を
中
心
に
見
る
台
湾
の
女
性
労

働
環
境
に
つ
い
て 

辻
田
汐
里

『
搜
神
記
』
の
中
の
鳥
た
ち 

西
山
七
海

◇
学
術
公
開
講
演
会

十
二
月
十
四
日
（
木
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

王
国
維
と
「
勢
力
不
滅
論
」

 
—

日
中
学
術
史
の
一
考
察—

 

同
志
社
大
学
教
授　

銭　
　

鷗

西
洋
文
学
研
究
会

◇
『
西
洋
文
学
研
究
』
第
三
十
七
号
発
行

 

（
七
月
二
十
五
日
）

〈
目
次
〉

秘
密
の
小
箱—

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー

の
蒐
集
譚
を
め
ぐ
る
言
説—

 

池
末
陽
子

古
代
に
映
る
近
代—

ク
ラ
イ
ス
ト
『
ペ
ン
テ

レ
ー
ジ
ア
』
と
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
バ
ッ
コ

ス
の
信
女
』—

 

廣
川
智
貴

書
評
：
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
著　

古

川
哲
史
・
三
浦
誉
史
加
・
井
上
摩
紀
訳

『
走
る
こ
と
は
、
生
き
る
こ
と—

五
輪
金
メ

ダ
リ
ス
ト　

ジ
ェ
シ
ー
・
オ
ー
エ
ン
ス
の

物
語—

』 
村
瀬
順
子

◇
年
次
大
会

九
月
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
一
三
教
室

①
総
会

②
研
究
発
表

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ダ
ガ
タ
の
写
真
と
文
章

 

塚
島
真
実

逃
げ
る
男—

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の

逃
亡
譚
を
読
む 

池
末
陽
子

走
れ
ジ
ェ
シ
ー—

Ｊ
・
Ｃ
・
オ
ー
エ
ン
ス
の

伝
記
『
走
る
こ
と
は
、
生
き
る
こ
と
』
の
翻

訳
・
刊
行
を
め
ぐ
っ
て 

古
川
哲
史

 

三
浦
誉
史
加

 

井
上
摩
紀

国
語
教
育
学
会

◇
第
五
回
研
究
大
会

十
二
月
九
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

五
号
館
五
一
〇
一
教
室

「
言
語
活
動
の
充
実
」
と
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
と

 

京
都
府
公
立
小
学
校
教
諭　

中
村
智
行

教
師
の
類
型
の
社
会
的
・
歴
史
的
一
考
察

 

本
学
准
教
授　

田
中
潤
一
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人
文
情
報
学
科

◇
ゼ
ミ
・
ク
ラ
ス
選
書
ツ
ア
ー
（
柴
田
ゼ
ミ
）

七
月
一
日
（
土
）
午
後
二
時
三
十
分
〜

 

於　

丸
善
京
都
本
店

◇
外
部
講
師
を
お
招
き
し
て
の

 
人
文
情
報
学
演
習
１
の
授
業

十
月
二
十
七
日
（
金
）

情
報
産
業
論
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
に
お
い

て
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
国
（
街
、
村
）
づ
く
り
計

画
（
世
界
及
び
日
本
の
取
組
み
）」
と
題
し
て
、

Ｉ
Ｔ
Ｕ
┣
Ｄ
専
門
家
に
よ
る
講
義
を
実
施
し

た
。

◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

十
月
十
七
日
（
火
）

 

〜
十
一
月
二
十
八
日
（
火
）

よ
り
実
り
あ
る
内
容
と
す
る
た
め
、
卒
業
論

文
中
間
発
表
会
を
各
々
の
ゼ
ミ
の
時
間
に
実

施
し
た
。
第
四
学
年
だ
け
で
は
な
く
、
卒
論

の
テ
ー
マ
を
今
後
決
め
る
第
三
学
年
、
第
三

学
年
か
ら
の
ゼ
ミ
を
選
択
す
る
第
二
学
年
の

参
加
も
得
て
、
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

◇
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
講
座

十
一
月
一
日
（
水
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
三
一
四
教
室

京
都
産
業
会
館
と
の
共
催
で
、
友
禅
作
家
で

あ
り
京
都
市
立
芸
術
大
学
同
窓
会
「
象
の
会
」

代
表
幹
事
の
野
崎
邦
夫
氏
に
き
も
の
の
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

「
人
文
情
報
学
研
究
の
最
前
線
２
０
１
７
」

十
二
月
十
六
日
（
土
）
午
前
十
時
〜

 

於　

響
流
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

session1　

座
長
：
山
本
貴
子
、
三
宅
伸
一
郎

歴
史
史
料
・
図
像
等
の
文
化
資
源
よ
り
み
た

ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
の
形
質
等
の
変
異
に
関

す
る
萌
芽
的
研
究

 

武
田
和
哉
（
大
谷
大
学
）

 

渡
辺
正
夫
（
東
北
大
学
）

 

吉
川
真
司
（
京
都
大
学
）

大
谷
大
学
所
蔵
稀
覯
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
・
シ

ャ
ク
リ
ン
パ
著
『
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
注
』

の
価
値 
三
宅
伸
一
郎
（
大
谷
大
学
）

 
Thupten G

aw
a

（
大
谷
大
学
）

M
alatesta N

ovello

と
そ
の
時
代
：B

iblioteca 
M

alatestiana

とM
alatesta N

ovello

 

山
本
貴
子
（
大
谷
大
学
）

Session2　

座
長
：
上
田
敏
樹

本
邦
に
お
け
る
紋
章
研
究
の
諸
問
題

 

柴
田
み
ゆ
き
（
大
谷
大
学
）

人
文
情
報
学
科
学
生
ら
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
作
品
と
コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
出
展
と
障
碍
支
援
施
設

 
—

天
才
ア
ー
ト
と
の
関
わ
り

 

倉
光
延
行
（
大
谷
大
学
）

Session3　

座
長
：
柴
田
み
ゆ
き

ビ
ー
コ
ン
を
利
用
し
た
大
学
ガ
イ
ド

 

平
澤
泰
文
（
大
谷
大
学
）

ス
ト
ー
リ
ー
に
基
づ
く
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

な
情
報
探
索
モ
デ
ル

 

酒
井
恵
光
（
大
谷
大
学
）

Session4　

座
長
：
酒
井
恵
光

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
、
オ
ー
プ
ン
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
を
利
用
し
た

Ｉ
ｏ
Ｔ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
教
育
事
例

 

上
田
敏
樹
（
大
谷
大
学
）

 

池
田
佳
和
（
大
谷
大
学
）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
メ
タ
エ
ン
ジ
ニ
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ア
リ
ン
グ
の
場
の
働
き

 

小
松
康
俊
（
日
本
経
済
大
学
）

 

鈴
木　

浩
（
日
本
経
済
大
学
）

 

池
田
佳
和
（
大
谷
大
学
）

◇
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
関
す
る
講
演

十
二
月
二
十
一
日
（
木
）
午
後
一
時
〜

「
人
文
情
報
学
概
論
」
内
に
て
、
株
式
会
社
リ

コ
ー
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
、
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
、
実
演
を
含

め
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

短

期

仏

教

科

◇
第
二
学
年
卒
業
研
究
中
間
発
表
一
夜
研
修
会

九
月
十
四
日
（
木
）
〜
十
五
日
（
金
）

 

於　

湖
西
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

第
二
学
年
の
一
夜
研
修
会
を
開
催
。
十
一
月

三
十
日
の
卒
業
研
究
の
提
出
に
向
け
て
、
中

間
発
表
会
と
、
教
員
を
交
え
て
の
懇
談
会
を

行
っ
た
。

◇
第
二
学
年
卒
業
研
究
中
間
報
告
会
（
第
二
回
）

十
月
二
十
六
日
（
木
）

 

於　

学
内

第
二
学
年
の
卒
業
研
究
に
か
ん
す
る
中
間
報

告
会
（
第
二
回
）
を
開
催
。
十
一
月
三
十
日
の

卒
業
研
究
の
提
出
に
向
け
て
、
第
二
回
目
の

中
間
報
告
を
行
っ
た
。

幼
児
教
育
保
育
科

◇
第
三
十
二
回
幼
教
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

十
二
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
三
十
分
〜

 

於　

講
堂

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
繫
ぐ
〜
そ
れ
ぞ
れ
の
想

い
を
一
つ
に
〜
」。
大
谷
幼
稚
園
の
園
児
や
近

隣
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
、
第
二
学
年
ク

ラ
ス
ご
と
の
総
合
表
現
の
舞
台
に
加
え
、
吹

奏
楽
演
奏
、
二
学
年
合
同
の
ゼ
ミ
ご
と
で
の

出
し
物
、
合
唱
を
発
表
。
会
場
入
口
に
は
、
第

一
学
年
が
製
作
し
た
手
作
り
お
も
ち
ゃ
等
が

置
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
実
際
に
遊
ん
で
も

ら
う
経
験
も
で
き
た
。
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学
生
会
員 

投
稿
規
程

1
．
本
学
会
学
生
会
員
で
、『
大
谷
学
報
』
に
論
文
の
掲
載
を
希
望
す
る
も
の
は
、
指
導
教
員

の
推
薦
状
を
添
え
て
投
稿
で
き
る
（
一
六
〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
）。

2
．
投
稿
さ
れ
た
論
文
は
、
審
査
を
経
て
採
否
が
決
定
さ
れ
る
。

3
．
論
文
の
審
査
は
、
編
集
委
員
お
よ
び
編
集
委
員
が
選
任
委
嘱
す
る
審
査
委
員
（
若
干
名
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

4
．
審
査
の
結
果
は
左
記
の
通
り
と
し
、
②
③
の
場
合
に
は
、
投
稿
者
に
そ
の
理
由
を
通
知
す
る
。

①
採
用

②
条
件
付
き
採
用
（
修
正
が
な
さ
れ
た
場
合
採
用
）

③
不
採
用

5
．
こ
の
規
程
は
、『
大
谷
学
報
』
第
八
十
九
巻
第
一
号
よ
り
適
用
さ
れ
る
。




